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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年12月期第３四半期の連結業績（平成23年１月１日～平成23年９月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

23年 12月期第３四半期 7,990 43.2 233 ― 270 ―  271 ― 
22年 12月期第３四半期 5,578  49.9 △101 ― △66 ―  △106 ― 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年 12月期第３四半期 22.84 22.79
22年 12月期第３四半期 △8.95 ― 

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 12月期第３四半期 8,713 5,168 59.3 434.78
22年 12月期 7,616 5,031 66.0 423.53

(参考)自己資本 23年12月期第３四半期        5,164 百万円 22年12月期            5,023 百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
22年 12月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00   
23年 12月期 ― 0.00 ―   

23年 12月期(予想)   2.00 2.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年12月期の連結業績予想（平成23年１月１日～平成23年12月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円   銭

通  期 10,400  26.0 230 ― 270 ― 270 ― 22.74

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：有 

詳細につきましては、本日発表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 



  

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.2「その他」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年12月期3Ｑ 11,888,740株 22年12月期 11,870,600株

② 期末自己株式数 23年12月期3Ｑ 10,409株 22年12月期 10,079株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年12月期3Ｑ 11,873,001株 22年12月期3Ｑ 11,847,451株

 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信 

の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素 

を含んでおります。実際の実績等は、業況の変化により上記予想値と異なる場合があります。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災が日本経済に甚大

な被害をもたらしましたが、その後、製造業のサプライチェーンの復旧により生産が回復したこと、新興国需要を

中心に輸出が伸長したことなどにより、景気は緩やかながら回復基調で推移しました。 

  当社グループの主要販売先である電機・機械・自動車等の製造業においても、設備投資が回復傾向にあり、この

環境のもと、自動車関連を中心とした工作機械と電子機器の輸出販売が堅調に推移した結果、連結売上高は79億９

千万円（前年同期比43.2％増）となりました。損益面では売上高の増加により営業利益２億３千３百万円（前年同

期は１億１百万円の営業損失）、経常利益２億７千万円（前年同期は６千６百万円の経常損失）、四半期純利益２

億７千１百万円（前年同期は１億６百万円の四半期純損失）となりました。 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

 （電子機器及び工作機械等）  

電子部品実装機を中心とした電子機器は、世界的なスマートフォン需要の増大に向けて、中華圏（台湾、中国）

の電機各社が設備投資を加速したことにより輸出需要が増加しました。また、国内向けの工作機械等でも自動車業

界を中心に設備投資需要が回復したことにより、当セグメントの売上高は76億１千５百万円、営業利益は２億１千

６百万円となりました。  

（光電子装置）  

光電子装置の販売は、前期販売実績の大きかった光アンプ販売が減少した結果、当セグメントの売上高は３億７

千５百万円、営業利益は１千６百万円となりました。  

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比べ４

億４百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末残高は20億４千２百万円となりました。各キャッシュ・フローの

状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は２億５千９百万円（前年同期は５億４千６百万円の獲得）となりました。これは

主として、税金等調整前四半期純利益が２億７千万円になったことと、売上高の増加に伴い、仕入債務の増加額が

５億２千２百万円となりましたが、売上債権の増加額が４億８千２百万円になったことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は９百万円（前年同期は６億２百万円の獲得）となりました。これは主として、有

形固定資産の取得による支出６百万円及び無形固定資産取得による支出３百万円があったことによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は１億５千８百万円（前年同期は６億４千３百万円の使用）となりました。これは

主として、長期借入金の返済による支出４億１千５百万円がありましたが、長期借入による収入５億円及び社債の

発行による収入２億円があったことによるものです。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、当第３連結累計期間までの業績及び今後の受注動向をふまえ、修正しております。詳細

につきましては本日発表しております、「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し第２四半期会計期間末に係る実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

  

 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異の発生状況に

著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法により算定しております。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報
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（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 ① 資産除去債務に関する会計基準の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、営業利益及び経常利益が166千円、税金等調整前四半期純利益は1,861千円減少しております。また

当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は1,695千円であります。 

 ② セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

 詳細は、【添付資料】「３.四半期連結財務諸表（５）セグメント情報」の「1.報告セグメントの概要」をご参

照ください。 

    

- 3 -

YKT㈱（2693）平成23年12月期　第３四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,052,245 1,644,677

受取手形及び売掛金 1,734,106 1,299,000

商品 875,138 643,592

その他 514,082 428,451

貸倒引当金 △1,663 △2,281

流動資産合計 5,173,908 4,013,439

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 506,853 530,770

土地 1,741,611 1,741,611

その他（純額） 65,381 89,953

有形固定資産合計 2,313,846 2,362,335

無形固定資産   

その他 13,592 13,304

無形固定資産合計 13,592 13,304

投資その他の資産   

投資有価証券 97,511 97,990

投資不動産（純額） 737,027 749,300

差入保証金 312,623 315,439

その他 65,430 195,850

貸倒引当金 － △131,559

投資その他の資産合計 1,212,592 1,227,021

固定資産合計 3,540,031 3,602,660

資産合計 8,713,939 7,616,100
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,124,726 623,493

短期借入金 400,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 313,540 463,006

1年内償還予定の社債 164,200 100,200

未払法人税等 17,666 14,918

賞与引当金 42,369 －

その他 700,061 484,913

流動負債合計 2,762,564 2,086,532

固定負債   

長期借入金 344,705 111,145

社債 235,600 199,800

退職給付引当金 174,879 165,206

その他 27,595 21,875

固定負債合計 782,779 498,026

負債合計 3,545,344 2,584,558

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,385,709 1,381,582

資本剰余金 1,997,995 1,997,995

利益剰余金 1,902,700 1,655,270

自己株式 △3,135 △3,087

株主資本合計 5,283,270 5,031,762

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 7,803 8,087

繰延ヘッジ損益 △102,519 △1,698

為替換算調整勘定 △24,068 △14,828

評価・換算差額等合計 △118,784 △8,438

新株予約権 4,108 8,217

純資産合計 5,168,595 5,031,541

負債純資産合計 8,713,939 7,616,100
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 5,578,215 7,990,782

売上原価 4,508,775 6,527,302

売上総利益 1,069,440 1,463,480

販売費及び一般管理費 1,170,893 1,229,700

営業利益又は営業損失（△） △101,453 233,779

営業外収益   

受取利息 11,707 5,952

受取配当金 4,180 3,590

仕入割引 17,928 26,199

不動産賃貸料 25,353 25,353

その他 19,209 9,855

営業外収益合計 78,379 70,950

営業外費用   

支払利息 21,442 13,265

不動産賃貸費用 17,272 15,679

その他 4,616 4,887

営業外費用合計 43,331 33,832

経常利益又は経常損失（△） △66,405 270,898

特別利益   

投資有価証券売却益 63,896 －

貸倒引当金戻入額 220 1,678

特別利益合計 64,117 1,678

特別損失   

貸倒引当金繰入額 15,400 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,695

投資有価証券評価損 57,000 －

特別損失合計 72,400 1,695

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△74,687 270,880

法人税、住民税及び事業税 7,453 17,626

法人税等調整額 23,889 △17,896

法人税等合計 31,342 △269

四半期純利益又は四半期純損失（△） △106,030 271,150
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 1,527,529 3,138,896

売上原価 1,259,823 2,606,845

売上総利益 267,706 532,050

販売費及び一般管理費 396,678 413,445

営業利益又は営業損失（△） △128,971 118,604

営業外収益   

受取利息 2,059 1,993

受取配当金 457 457

仕入割引 5,385 9,415

不動産賃貸料 8,451 8,451

その他 2,152 7,638

営業外収益合計 18,505 27,956

営業外費用   

支払利息 6,287 5,105

不動産賃貸費用 4,622 4,091

その他 2,465 1,071

営業外費用合計 13,374 10,267

経常利益又は経常損失（△） △123,840 136,292

特別利益   

貸倒引当金戻入額 △22 1,365

特別利益合計 △22 1,365

特別損失   

貸倒引当金繰入額 15,400 －

投資有価証券評価損 57,000 －

特別損失合計 72,400 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△196,263 137,658

法人税、住民税及び事業税 3,495 33

法人税等調整額 43,440 △3,449

法人税等合計 46,935 △3,415

四半期純利益又は四半期純損失（△） △243,199 141,074

- 7 -

YKT㈱（2693）平成23年12月期　第３四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△74,687 270,880

減価償却費 54,989 58,885

受取利息及び受取配当金 △15,888 △9,542

支払利息 21,442 13,265

売上債権の増減額（△は増加） 268,824 △482,410

たな卸資産の増減額（△は増加） △287,244 △233,071

仕入債務の増減額（△は減少） 395,412 522,576

その他 195,601 138,225

小計 558,449 278,809

利息及び配当金の受取額 16,888 7,480

利息の支払額 △19,136 △14,046

法人税等の支払額 △9,916 △12,701

営業活動によるキャッシュ・フロー 546,285 259,541

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,250 △6,302

無形固定資産の取得による支出 △220 △3,279

投資有価証券の売却による収入 183,611 －

差入保証金の回収による収入 400,701 －

その他 19,232 △100

投資活動によるキャッシュ・フロー 602,074 △9,682

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 500,000 －

短期借入金の返済による支出 △800,000 －

長期借入れによる収入 － 500,000

長期借入金の返済による支出 △641,417 △415,906

社債の発行による収入 300,000 200,000

社債の償還による支出 － △100,200

配当金の支払額 △1,366 △23,257

その他 △490 △1,841

財務活動によるキャッシュ・フロー △643,273 158,795

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,287 △3,788

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 500,798 404,865

現金及び現金同等物の期首残高 1,428,861 1,637,474

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,929,660 2,042,339
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該当事項はありません。  

  

  

［事業の種類別セグメント情報］  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日）において、当社グループは設備機

械の販売商社として、同一セグメントに属する電子機器、工作機械、測定機器、産業機械及び光電子部品の販売を

行っており、当該事業以外に種類がないため該当事項はありません。 

  

［所在地別セグメント情報］ 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日）において、全セグメントの売上高

の合計に占める国内事業の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

［海外売上高］ 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１．国または地域は、地理的近接度により、区分しております。 

２. 各区分に属する国または地域の内訳は次のとおりであります。 

（1）アジア…………………………台湾、中国 

（2）その他の地域…………………米国他 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

  

［セグメント情報］ 

１．報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象としているものであ

ります。 

 当社グループは、主として、電子部品実装機を中心とした電子機器や金属加工目的の工作機械等の生産設備

及び製品の形状測定を行う測定機器の販売、ならびに光通信、レーザー関連の光電子装置の販売を行ってお

り、これらの事業を行っている当社グループの親会社及び子会社を基礎とした製品別のセグメントから構成し

た事業セグメントを集約した「電子機器及び工作機械等」と「光電子装置」を報告セグメントとしておりま

す。 

 「電子機器及び工作機械等」は、主として国内メーカーの電子部品実装機（チップマウンタ、ＬＣＤボンダ

等）等の電子機器の販売、海外メーカーの工作機械（工具研削盤、平面研削盤等）、測定機器、産業機械等の

生産設備の販売をしております。 

 「光電子装置」は、光通信関連の光アンプとその他部品、研究用レーザー機器及びレーザー加工装置等の販

売をしております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  2,169,879  673  2,170,552

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  5,578,215

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合

（％） 
 38.9  0.0  38.9
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年９月30日）  

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益の調整額にはセグメント間取引消去△647千円が含まれております。 

  ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  

 該当事項はありません。  

   

  

  

  

電子機器及び 

工作機械等 
光電子装置 計 

調整額 

（注）1 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注）2 

売上高            

 外部顧客への売上高   7,615,346   375,436  7,990,782   －   7,990,782

 セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  73  73  △73  －

計  7,615,346  375,509  7,990,855  △73  7,990,782

セグメント利益  216,682  16,449 233,132  647 233,779

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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